
重点的方針 ２-１　二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 生涯学習課

まちづくりの方向性 ２　環境と風景が息づくまちづくり

分野別方針 ３　生涯学習・スポーツ、歴史・文化

実施計画事業 生涯学習振興事業（No.27）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

０１ にのみや町民大学推進事業 99.6 B

０２ 図書館資料整備事業 100.0 A

０３ 社会教育委員経費 96.7 A

０４

方向性

④廃止

０５

課題
（箇条書き）

・町民大学講座について、会員による主体的な運営への移行が課題。
・図書館利用者の拡大につながるような図書、雑誌に配架を検討する必要がある。
・社会教育委員が自ら考え、研究できるテーマや運営方法の検討が必要。

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

A

説明

健康・医療関連の図書の充実を図り、好評を得た。また、ティーンズ向けの図書も拡充し、
若者の利用推進に取り組んでいる。
社会教育会議では、「将来を担う青少年の健全育成について」を研究テーマに掲げ主体
的な検討を開始した。

意見等
全体的な事業展開の方向性は現状のとおり推進していくが、町民が主体となることができ
る事業、内容については徐々に移行していく。

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施



重点的方針 ２-１　二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 生涯学習課

まちづくりの方向性 ２　環境と風景が息づくまちづくり

分野別方針 ３　生涯学習・スポーツ、歴史・文化

実施計画事業 青少年育成支援事業（No.28）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

０１ 青少年育成地域活動事業 95.9 Ｂ

０２ 青少年社会環境浄化活動関係経費 95.7 Ｂ

０３ 子ども会活動支援事業 87.9 Ａ

０４ 成人祝賀会関係経費 100.0 Ａ

方向性

④廃止

０５

課題
（箇条書き）

・子ども会、恵友会（中学生サークル)等青少年団体への加入者が年々減少してい
る。
・研修会の参加を増やす方法を検討する。

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

Ｂ

説明
環境浄化活動及び成人祝賀会事業については現状どおりとするが、青少年育成地域活
動事業や子ども会活動事業は、時代の変化に合わせ、改善する余地がある。

意見等 社会の変化、青少年のニーズを的確に把握し、事業改善を検討していく。

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施



重点的方針 ２-１　二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 生涯学習課

まちづくりの方向性 ２　環境と風景が息づくまちづくり

分野別方針 ３　生涯学習・スポーツ、歴史・文化

実施計画事業 家庭・地域・学校の協力連携事業（No.29）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

０１ 家庭・地域教育推進事業 91.5 Ｂ

０２

０３

０４

０５

課題
（箇条書き）

・放課後子ども教室の運営については、現在、町の直営で行っているが将来的に地
域主体による取組みへ移行する必要がある。

③改善して町以外が実施

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

Ｂ

説明
子どもチャレンジ教室事業は多くの参加者が集まり、成果がみられるが、放課後子ども教
室の運営方法について検討を要する。

方向性

④廃止

意見等
放課後子ども教室の運営については、検討を行ってから地域主体による取組みへ移行
する。

① 現状維持 ②改善して町が実施



重点的方針 ２-１　二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 生涯学習課

まちづくりの方向性 ２　環境と風景が息づくまちづくり

分野別方針 ３　生涯学習・スポーツ、歴史・文化

実施計画事業 スポーツ活動振興事業（No.30）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

０１ スポーツ推進委員活動事業 85.4 Ａ

０２ 町内一周継走大会事業 90.3 C

０３ 二宮町体育祭事業 78.2 Ａ

０４

方向性

④廃止

０５

課題
（箇条書き）

・ソフトバレーボールを平成２８年度で終了し、スポーツ推進委員主催でバウンスボー
ル大会を２９年度に開催した。また、継走大会、体育祭は、地区選手集め及び運営協
力者集めに課題があり、事業の見直し検討が必要である。

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

Ｃ

説明 各事業の選手集めや大会運営が毎年問題があり、継続して事業の見直しが必要である。

意見等
地区対抗戦ではなく個別参加出来る、バウンスボール大会へ変更して開催した。その他
の事業は、当面の間、現行のまま実施するが、内容を検討していく。

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施



重点的方針 ２-１　二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 生涯学習課

まちづくりの方向性 ２　環境と風景が息づくまちづくり

分野別方針 ３　生涯学習・スポーツ、歴史・文化

実施計画事業 スポーツ推進団体支援事業（No.31）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

０１ 社会体育推進事業 98.8 Ａ

０２ スポーツ推進委員活動事業 85.4 Ａ

０３

０４

方向性

④廃止

０５

課題
（箇条書き）

・一部の地区ではスポーツ推進委員が１期２年で交代してしまうため、事業の継続性
が保つことが難しい。
・社会体育関係の団体や事業の活動内容の見直しを行う。

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

Ｂ

説明
現状維持しながら、各団体運営等がよりよい活動がに行えるように、さらに改善していく必
要がある。

意見等
各種事業を町主導で管理運営しているが、各団体が主体的に運営していくように促して
いく。

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施



重点的方針 ２-１　二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 生涯学習課

まちづくりの方向性 ２　環境と風景が息づくまちづくり

分野別方針 ３　生涯学習・スポーツ、歴史・文化

実施計画事業 文化振興事業（No.32）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

０１ 文化振興事業 98.3 Ｂ

０２

０３

０４

方向性

④廃止

０５

課題
（箇条書き）

・町が文化振興の推進を主体的に発信する立場から民間が文化振興を行う場の確保
に努め、支援する方向にシフトしていく必要がある。

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

Ｂ

説明
町の文化振興のため、芸術関係団体と連携し、芸術や文化に親しむ機会を提供してい
る。

意見等
文化活動発表の場の提供や団体育成補助など効果的に実施されているが、自主公演、
自主開催を更に促していく必要がある。

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施



重点的方針 ２-１　二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 生涯学習課

まちづくりの方向性 ２　環境と風景が息づくまちづくり

分野別方針 ３　生涯学習・スポーツ、歴史・文化

実施計画事業 ふるさと教育推進事業（No.33）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

０１ 文化財保護普及啓発事業 98.0 Ａ

０２ 伝統芸能保存事業 99.8 Ａ

０３ 埋蔵文化財調査事業 59.9 Ｂ

０４

方向性

④廃止

０５

課題
（箇条書き）

・埋蔵文化財の包蔵地が多い二宮町は、その調査のための専門員の配置は必要で
ある。
・文化財保護事業及び埋蔵文化財調査事業を推進するため、学芸員資格を有した
職員（臨時を含む）の配置について神奈川県より指導があった。
・埋蔵文化財が発見された場合には、多額の発掘調査費用がかかること。

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

Ｂ

説明 継続的に臨時雇用員を配置して、文化財保護条例に基づいた事業の遂行を行っている。

意見等 町の文化財の保護、継承に努めるため、必要な予算措置を今後も確保していく。

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施


